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議
長

矢
島

良
彦

平
成
二
十
六
年
、
午
年
の
新
年
を
迎
え
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
様
々
な
運
動
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動
で
重
要
な
こ

と
は
、
『
労
働
組
合
が
自
立
し
た
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
与
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
組
織
率
の
低
下
と
と
も
に
労
働

組
合
の
存
在
が
希
薄
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
特
に
連
合
と
し
て
労
働
組
合
の
社
会
的

責
任
を
示
す
点
に
関
し
て
は
未
組
織
労
働
者
や
地
域
生
活
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大

切
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
見
出
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
術

が
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
で
し
ょ
う
か
。

今
、
市
場
原
理
主
義
に
基
づ
い
た
経
済
成
長
優
先
の
社
会
は
、
環
境
問
題
や
地
域

間
格
差
な
ど
、
多
く
の
弊
害
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
社

会
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
大
き
な
環
境
変
化
の
中
で
、
需
要
そ
の
も
の
が
成
熟
し

つ
つ
あ
る
こ
と
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
・
自
然
環
境
の
有
限
性
と
い
う
こ
と
を
認
識

し
、
“
経
済
発
展
の
追
及
”
か
ら
“
経
済
・
社
会
・
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
の
追
及
”
へ

と
社
会
の
目
標
の
転
換
を
は
か
り
、
身
近
な
生
活
の
場
面
で
あ
る
地
域
社
会
を
起
点

と
し
て
真
に
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
に
お
い
て
は
、
“
均
衡
あ
る
発
展
”
か
ら
“
個
性
あ
る
発

展
”
へ
“
中
央
政
府
・
官
僚
主
導
”
か
ら
“
地
方
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
多
様
な
主
体
の
参

加
”
へ
国
の
関
わ
り
を
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
培
っ
て
き
た
伝
統
や
文
化
、
技
術
、
資
源
等
に
関
す
る
知
識
や

情
報
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
あ
り
方
を
自
ら
考
え
、
雇
用
の
場
を
生
み
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
自
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で
は
な
く
、
既
に
地
協
活
動
で

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
労
福
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
連
携
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み

で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
領
域
を
担
う
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
眼

に
見
え
た
も
の
と
し
て
意
思
表
示
が
行
わ
れ
た
の
が
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
ⅰ
ｎ
長
岡
」
で
、
労
福
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
地
域
団
体
が
一

堂
に
集
う
会
で
あ
り
、
労
働
組
合
が
強
く
関
わ
り
を
も
つ
べ
き
団
体
や
組
織
体
な
の

で
す
。
こ
れ
ら
へ
の
強
力
な
関
与
こ
そ
が
連
合
中
越
が
め
ざ
す
、
『
自
立
し
た
持
続

可
能
な
日
本
一
の
地
協
活
動
』
で
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
当
然
な
が
ら
地
域
の
拠

り
所
と
し
て
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
や
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
を
推
進

し
、
働
く
事
を
軸
と
し
て
地
域
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
組
織
さ
れ
た
組
合
員
だ
け

で
な
く
全
て
の
労
働
者
の
福
祉
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
原
点
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
地
協
で
は
万
全
な
体
制
を
構
築
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

様
々
な
地
域
活
動
に
産
別
・
単
組
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
更
に
中
越
管
内
に
地
協
の
運
動
を
浸
透
さ
せ
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
正
義
・
公
平
公
正
な
社
会
づ
く
り
に
ま
い
進
し
、
地
域

の
労
働
運
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



(2)第808号（第三種郵便物認可）       れんごう中越地協  毎月3回(1日.11日.21日発行）2014年1月1日

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

昨年、2020年のオリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決まりま

した。経済波及効果などに対する期待はもちろんですが、それ以上に、出場

を目指す若者たちの頑張りや、オリンピックならではのスポーツマンシップ

が、国民に夢と希望を与えてくれるものと期待をしています。若者の頑張り

といえば、市内でも、スポーツ、クラブ活動などを問わず、素晴らしい活躍

の報告を多くいただいた一年でした。西中学校女子ソフトテニス部の全国制

覇、新潟小学校獅子舞児童クラブの博報賞や田井小学校の朝の読書大賞の受

賞など、「日本一」と評価される活動が多くあり、大変誇らしく感じました。見附の子どもたちの活躍と、それを支えた先生、地域の方々や

保護者の皆さんに敬意を表します。

また昨年は、これまでの取り組みの成果ともいえる「見附ブランド」に注目が集まった年だったように思います。

８月には、「道の駅パティオにいがた」がオープンしました。従来の道の駅の機能に、健幸や防災の要素を加えた、今までにない複合施設

ということから大きな反響がありました。オープンから３か月で約30万人の方にご来場いただいております。今後も、開園５年目を迎えたみ

つけイングリッシュガーデンなどとともに、見附の観光拠点の一つとしても、その一翼を担ってくれるものと期待をしています。

10月には、姉妹都市のブラジル・マイリンケ市を訪問し、見附市の防災の仕組みを伝えてまいりました。その背景には運命的なエピソード

もありました。マイリンケ市が新しい防災対策を模索していたところ、ＪＩＣＡ（国際協力機構）が防災対策で成果を上げている見附市を紹

介したのです。姉妹都市だからというわけではなく、「防災」が２つの市を引き合わせたのでした。「市民の力が支える防災」という「見附

ブランド」を地球の反対側に発信することができました。

また、重点施策として掲げる「スマートウエルネスみつけ」も健幸なまちづくりの実現に向けて着実な歩みを進めています。８県10市が集

まって５年前に始めたスマートウエルネスシティの研究会も、現在は22府県37市町の賛同を得るまでになり、健幸なまちづくりをリードする

見附市の取り組みが全国に広がりをみせています。

さて、新しき年2014年、これまで「市民との協働のまちづくり」によって築き上げてきた「見附ブランド」をさらに磨き上げることができ

るよう、引き続き市民の皆さんとともに知恵を出し合って、より魅力のあるまちづくりを進めていく所存です。ご支援をお願い申し上げま

す。

最後に、本年が市民の皆さまにとりまして、幸多い年であることを心よりお祈り申し上げ、新春を迎えてのごあいさつとさせていただきま

す。

新年のごあいさつ

見附市長 久住 時男

明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げま

す。

連合中越様におかれましては昨年、長岡で初の「ワーク・ライフ

フォーラム」を開催していただきました。県内各地から労働、福祉、

NPOなど多くの参加者を集め、安心・共生の福祉社会に向けた知見を深

められたことに心より敬意を表します。

また、生活困窮者の生活と自立を支援する「長岡パーソナル・サポー

ト・センター」は８カ月で相談件数1,800件を超え、相談者に寄り添っ

た活動が評価されています。さらに、「ながおかライフサポートセンター」は、弁護士、金融機関、社会保険労務士、カウンセラー、ＮＰＯ

などと連携し、勤労者が困った時の頼れる「駆け込み寺」として、勤労者と行政をつなぐ橋渡し役となり、市民の心強い存在となっていま

す。

昨年７月末の豪雨災害では、甚大な被害を受けた乙吉町で総勢110人の皆さんから、それこそ泥だらけになりながら復旧活動にご尽力いた

だきました。ほかにも、労働者の生活に役立つセミナーの開催、柿川周辺の清掃、アジア・アフリカ救援米運動など、その幅広い活動は、市

民力によるまちづくりを進める長岡の模範ともいうべき姿です。

さて、雇用情勢においては、求人数の増加などによる改善が見られますが、雇用のミスマッチなどによる厳しい状況もあります。市で

は、ハローワーク長岡や長岡商工会議所で組織する「長岡市雇用対策協議会」で連携を取りながら、引き続き就職支援を取り組んでいきま

す。

加えて、企業への支援と雇用の確保を積極的に進めていきます。信用保証料の補助率拡大や設備投資への補助、研究開発への支援をはじ

め、住宅リフォームや販路拡大への支援など、特に中小企業のニーズに合わせた施策を実施しています。就労や進路に悩む若者を支援してい

る長岡地域若者サポートステーションには、４月から11月までに延べ1,300件に達する相談が寄せられる状況であり、教育や福祉、医療、労

働など機関で組織する「若年者自立支援ネットワーク会議」には、連合中越様からも委員の一員としてご協力いただいています。

また、私は現在、全国813市区で構成する全国市長会の会長を務めておりますが、皆様の声をしっかりと受け止め、雇用就業対策をはじ

め、地域経済の活性化、社会保障制度の充実などを提言としてまとめ、国に積極的な措置を講じるよう要請しているところです。

今年は、７・13水害や中越大震災から10年を迎えます。幾多の災禍を乗り越えてきた不撓不屈の精神、この10年で生まれた絆や結束力

で、次の10年先の未来に向け、希望と誇りの持てるまちを一緒につくっていきましょう。
本年も連合中越の皆様をはじめ関係機関のご支援ご協力をお願い申し上げます。 

未来に向け

「逞
たく

ましく前へ、長岡。」

長岡市長 森 民夫


